
　
火
災
か
ら
４
カ
月
。
お
仕
事
で
首
里
城

を
訪
れ
、
焼
け
跡
を
目
の
前
に
し
た
時
は

言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
に
城
郭

が
あ
っ
た
こ
と
が
夢
の
よ
う
で
、
改
め
て

喪
失
感
を
感
じ
ま
し
た
。
小
学
校
時
代
、

首
里
城
は
私
の
遊
び
場
で
し
た
。
実
家
は

繁
多
川
に
あ
り
、
近
く
の
小
学
校
に
通
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
学
校
が
終
わ
る
と
よ

く
バ
ス
に
乗
っ
て
龍
潭
に
出
掛
け
ま
し

た
。
池
の
ほ
と
り
で
お
菓
子
を
つ
ま
み
ゆ

ん
た
く
し
な
が
ら
見
た
首
里
城
が
私
の
原

風
景
で
す
。
そ
の
後
、
私
は
芸
能
界
に
入

り
�
歳
で
沖
縄
を
離
れ
て
上
京
し
ま
し

た
。

　
〝
再
会
〟
は
�
歳
の
時
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」
の
撮

影
で
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
「
古
波
蔵
家
」は
、

首
里
城
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。

　
目
の
前
の
仕
事
に
無
我
夢
中
で
懐
か
し

さ
に
浸
る
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
初
め
て
城
郭
を
じ
っ
く
り
と
観
て
、

建
築
物
と
し
て
の
素
晴
ら
し
さ
に
驚
か
さ

れ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
ま
す
。
龍
柱
の
繊

細
な
造
形
、
正
殿
を
覆
う
独
特
の
鮮
や
か

な
朱
色
。
あ
の
美
し
い
姿
が
失
わ
れ
た
の

は
悲
し
い
で
す
が
、
逆
境
か
ら
何
度
も
立

ち
直
っ
て
き
た
の
が
沖
縄
の
人
た
ち
で

す
。

　
か
つ
て
の
私
の
よ
う
に
、
思
い
出
が
作

ら
れ
る
場
所
と
し
て
首
里
城
が
よ
み
が
え

る
日
が
き
っ
と
来
る
。
今
思
い
浮
か
べ
る

の
は
、
新
し
い
首
里
城
を
目
の
前
に
し
た

県
民
一
人
一
人
の
笑
顔
で
す
。

（１ ） ２０２０年（令和２年）１０月３０日 金曜日 第３種郵便物認可



必死の消火活動を行う消防隊員

目
の
前
で
激
し
く
燃
え
る
首
里
城
を
見
つ
め

る
住
民
ら

燃
え
る
首
里
城
を
見
つ
め
る
近
隣
住
民
や

報
道
陣
ら
＝
那
覇
市
首
里
真
和
志
町

焼
け
落
ち
た
首
里
城
を
見
つ
め
る
近
隣
住
民
ら

延焼を防ごうと懸命の消火活動を行う消防隊員

激しい炎で崩れ落ちる龍頭を載せた正殿の大棟＝２０１９年�月�日

首
里
城
の
火
災
現
場
へ
駆
け
付
け
た
城
間

幹
子
那
覇
市
長

火災で損傷した部分に樹脂を注入するなど、

文化財修復士によって補修が施される大龍柱

　
首
里
城
火
災
の
出
火
元
は
電
気

系
統
設
備
が
集
中
し
て
い
た
正
殿

北
東
側
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
原

因
は
不
明
の
ま
ま
、
県
警
も
那
覇

市
消
防
局
も
捜
査
・
調
査
を
終
え

た
。
原
因
を
解
明
で
き
な
か
っ
た

理
由
と
し
て
、
火
災
が
長
時
間
続

き
、
火
元
と
み
ら
れ
る
正
殿
北
東

が
焼
き
尽
く
さ
れ
た
か
ら
だ
と
さ

れ
る
。

　
県
警
と
市
消
防
は
現
場
で
採
取

し
た
銅
線
な
ど
を
検
査
機
関
で
鑑

定
し
た
が
、
有
力
な
物
証
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
。
県
警
は
正
殿
周
辺

の
監
視
カ
メ
ラ
画
像
を
確
認
し
た

が
、
放
火
な
ど
人
為
的
な
要
因
は

見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
結
果
、

火
災
に
つ
な
が
る
重
大
な
過
失
を

確
認
で
き
な
か
っ
た
と
し
、
誰
も

刑
事
責
任
に
問
え
な
い
と
判
断
し

た
。

　
首
里
城
火
災
の
再
発
防
止
策
を

協
議
す
る
第
三
者
委
員
会
「
首
里

城
火
災
に
係
る
再
発
防
止
検
討
委

員
会
」
（
委
員
長
・
阿
波
連
光
弁

護
士
）
は
９
月
、
中
間
報
告
を
ま

と
め
た
。

　
報
告
で
は
、
火
災
当
日
は
深
夜

ま
で
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
作
業
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
業
者
ら
は
奉
神

門
や
南
殿
か
ら
電
源
を
引
い
て
い

た
の
で
、
火
災
原
因
の
可
能
性
は

低
い
と
し
た
。
そ
の
上
で
「
（
正

殿
北
東
に
あ
っ
た
）
配
線
ま
た
は

コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
か
ら
の
出
火
、

あ
る
い
は
配
電
盤
の
老
朽
化
な
ど

を
原
因
と
す
る
漏
電
火
災
が
考
え

ら
れ
る
。
電
気
関
係
設
備
が
出
火

原
因
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
」
と
判
断
し
た
。

　
報
告
で
は
再
発
防
止
策
と
し

て
、ハ
ー
ド
（建
築
物
・設
備
）と
ソ

フ
ト
（
管
理
・
運
用
）
が
密
接
に

連
動
し
た
、
総
合
的
な
防
止
策
の

検
討
な
ど
を
求
め
た
。

　鮮やかな朱色が沖縄の真っ青な空に映え、あ

でやかな装飾を誇った首里城。２０１９年�月�日

午前２時�分ごろ、那覇市首里当蔵町の首里城

正殿から出火し、隣接する北殿と南殿、書院・

鎖之間、黄金御殿、二階御殿、奉神門の７棟に

も延焼した。正殿は全焼した。沖縄戦で破壊さ

れ、戦後復興とともにウチナーンチュの英知を

結集し、この年にようやく全体の復元が完了し

たばかりだった。沖縄の心、アイデンティティ

ーの象徴、誇りなどとして人々に親しまれ、心

のよりどころであり続けた首里城の焼失に県内

外に衝撃が広がった。

　
火
災
で
焼
失
し
た
首
里
城
正

殿
の
復
元
は
国
が
主
導
し
て
い

る
。
火
災
後
に
残
っ
た
瓦
や
が

れ
き
の
撤
去
を
終
え
た
後
、
国

は
正
殿
地
下
に
あ
る
世
界
遺
産

の
遺
構
を
保
護
し
た
。
保
護
が

完
了
し
た
の
で
、
こ
と
し
６
月

�
日
か
ら
城
郭
内
を
一
般
公
開

し
た
。
復
元
過
程
を
地
域
・
観

光
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
、
国

が
掲
げ
る
「
見
せ
る
復
元
」
の

一
環
だ
。
国
は
正
殿
の
本
体
工

事
に
２
０
２
２
年
度
か
ら
着
手

し
、�
年
度
の
完
成
を
目
指
す
。

そ
の
直
後
か
ら
南
殿
と
北
殿
の

復
元
も
進
め
る
予
定
。

　
新
た
な
正
殿
に
は
、
基
本
的

に
国
産
ヒ
ノ
キ
の
使
用
が
決
ま

っ
た
。
焼
失
前
の
正
殿
に
一
部

使
用
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
チ
ャ
ー
ギ
（
イ
ヌ
マ
キ
）
と

オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
も
調

達
で
き
る
か
調
査
し
て
い
る
。

　
新
た
な
復
元
で
は
防
災
が
最

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
初
期
消

火
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
設
置
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
や
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
操
作

性
が
向
上
し
た
屋
内
消
火
栓
の

整
備
な
ど
が
決
ま
っ
た
。
延
焼

防
止
の
観
点
か
ら
、
正
殿
以
外

の
建
物
の
接
続
部
に
防
火
シ
ャ

ッ
タ
ー
を
設
置
す
る
。火
災
時
、

正
殿
近
く
の
門
扉
が
施
錠
さ
れ

て
い
た
た
め
、
消
防
活
動
に
支

障
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
自
動
開
錠
す
る
門
扉
に
切

り
替
え
る
。

　
首
里
城
の
象
徴
た
る
大
龍
柱

も
火
災
で
損
傷
し
た
。
損
傷
し

し
ち
ゃ

ぬ

う

な
ー

た
大
龍
柱
は
下
之
御
庭
の
作
業

場
へ
移
さ
れ
、
補
修
作
業
が
進

む
。
新
た
な
大
龍
柱
の
製
作
ま

で
展
示
し
、
見
本
と
し
て
活
用

す
る
。

　�月�日午前１時半ごろ　御庭で首里

城祭の舞台設営などをしたイベント関係

者が引き揚げる

　２：�　正殿内に設置した警備会社の防

犯センサーが作動する。警備員が正殿内

で煙を確認

　２：�　警備会社セコムが１１９番通報「首

里城正殿の自動火災報知設備から遠隔信

号を受信したので、防災センターに確認

したところ、煙が見える」

　２：�　那覇市消防局が第１出動（消防

車両８台、人員�人）

　２：�　市消防局が高所カメラで煙を確

認、第２出動（消防車両�台、人員�人）

　３：�　同第３出動（消防車両�台、人

員�人）、警戒本部設置

　３：�　東部消防へ応援出動要請

　３：�　浦添消防へ応援出動要請

　３：�　豊見城消防、島尻消防、糸満消

防へ応援出動要請

　３：�　市消防局が警防本部設置（管理

職員および非番員非常招集）

　４：�ごろ　正殿屋根の骨組みなど崩落

　４：�　那覇市繁多川の高台から首里城

を望んでいた男性（�）は「沖縄戦を思い

出す。やんばるに逃れた際、米兵が火炎

放射器で家々を焼き尽くすのを見て、身

動きできないほど怖かった。復元された

首里城が燃えているのを見ると、ウチナ

ーンチュの魂が焼かれている思いだ」と

声を震わせた

　４：�　「ドン」とごう音が響く

　５：�　沖縄、中北消防、宜野湾消防へ

応援出動要請

　５：�　那覇市消防局から出動している

消防車両の合計が消防車両�台、人員�

人、近隣消防応援隊が�台、人員�人に

　６：�　避難所開設（城南小）

　６：�　避難所開設（首里公民館、石嶺

公民館）

　７：�　市が災害警戒本部会議開催。城

間幹子市長「首里城の火災について大変

衝撃を受けている。沖縄を代表する世界

遺産であり、近隣住民の皆さんを大変心

配している。市としてできることを最大

限取り組む」

　７：�　市消防局が現場救急指揮所立ち

上げ

　８：�　市消防局と沖縄美ら島財団が守

礼門前で記者会見

　８：�　城間市長が緊急会見

　８：�　県幹部と関係職員が集まって緊

急会議を開く

　８：�　奉神門に延焼拡大

　９：�　市が避難所閉鎖。最大�人が避

難

　�：�　鎮圧

　�：�ごろ　韓国に出張していた玉城

デニー知事が予定を切り上げ帰沖

　�：�　玉城知事、首里城を視察

　�：�　鎮火

　�：�　県が第１回首里城火災対策等

本部会議を開催。玉城知事が県民に向け

「一刻も早い復元に向け全力を尽くす」

と声明

（２ ）２０２０年（令和２年）１０月３０日 金曜日第３種郵便物認可



戦前の首里城正殿（那覇市歴史博物館提供）

世界遺産に指定されている正殿地下の遺構

＝６月、那覇市の首里城公園

首里城跡に開学した琉球大学本館ビルと

構内＝１９５０年（那覇市歴史博物館提供）

破壊された首里。手前の石垣は首里

城壁、右は円鑑池、師範学校跡、龍

潭（左）、当蔵通り＝１９４５年（那覇

市歴史縛物館提供）

瓦の設置作業が進められる復元中の

首里城正殿＝１９９１年７月�日

�
年
ぶ
り
に
復
元
さ
れ
た
首
里
城
。
城
内
正
殿
前

で
関
係
者
７
５
０
人
が
出
席
し
て
挙
行
さ
れ
た
開

園
式
典
＝
１
９
９
２
年
�
月
２
日

首里城正殿前で記念撮影をする２０００年沖縄サ

ミットに参加したＧ８首脳＝同年７月

消
失
し
た
正
殿
前
の
御
庭
（
う
な
ー
）

＝
�
日

火災から約１年、首里城を訪れるマスク姿の

観光客ら＝�日、那覇市首里

　
首
里
城
は
１
８
７
９
年
の
明
治
政
府
に
よ
る
琉
球
併
合
（琉
球
処
分
）ま
で
琉
球
王
国
の
国
王
や
王
族
が
居

住
す
る
「王
宮
」で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
王
国
を
統
治
す
る
行
政
機
関
と
し
て
の
王
府
の
役
割
を
担
っ
た
。
政

治
、
外
交
、
文
化
の
中
心
で
、
琉
球
統
合
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
最
初
に
建
て
ら
れ
た
詳
し
い
年
月
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
が
、
尚
巴
志
王
の
時
代
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

　
首
里
城
は
尚
巴
志
時
代
の
浦
添
か

ら
の
遷
都
で
、
築
城
さ
れ
た
と
い
う

の
が
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
根
拠
と

な
る
の
は
１
４
２
７
年
に
建
立
さ
れ

た
「
安
国
山
樹
華
木
之
記
碑
」
の
碑

文
で
、
首
里
城
の
周
辺
で
造
園
整
備

を
実
施
し
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
は
王
城

が
整
備
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。１
８
７
９
年
の
琉
球
併
合
（琉

球
処
分
）
ま
で
、
約
４
５
０
年
余
に

渡
り
琉
球
王
国
の
中
心
的
な
存
在
だ

っ
た
。

　
１
４
２
９
年
に
は
尚
巴
志
が
南
山

王
を
討
ち
、
三
山
を
統
一
し
た
こ
と

で
、
首
里
城
を
拠
点
と
す
る
琉
球
王

国
が
成
立
し
た
。
だ
が
�
年
後
の
１し

４
５
３
年
、
王
位
継
承
を
巡
る
「
志

ろ

ふ

り

魯
・
布
里
の
乱
」
で
全
焼
し
た
。
そ

の
後
、１
６
６
０
年
に
失
火
で
全
焼
、

１
７
０
９
年
に
も
失
火
と
み
ら
れ
る

火
災
が
発
生
、
首
里
城
は
王
国
時
代

に
３
回
焼
失
し
た
。

　
首
里
城
正
殿
は
１
９
２
５
年
、
日

本
の
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
。
当
時
の

法
律
で
は
対
象
が
寺
社
仏
閣
に
限
ら

れ
た
た
め
、
王
宮
で
は
あ
る
も
の
の

「
沖
縄
神
社
拝
殿
」
と
位
置
付
け
ら

れ
、
正
殿
中
央
に
は
さ
い
銭
箱
も
設

置
さ
れ
た
。

　
�
年
の
沖
縄
戦
で
は
日
本
軍
の
第

�
軍
司
令
部
壕
が
地
下
に
掘
ら
れ
た

た
め
、
米
軍
の
攻
撃
目
標
と
な
り
、

首
里
城
は
焼
失
し
た
。
戦
後
、
�
年

に
は
跡
地
に
琉
球
大
学
が
建
て
ら

れ
、
大
学
が
�
年
に
移
転
し
た
こ
と

に
伴
い
、
�
年
に
正
殿
な
ど
が
復
元

さ
れ
た
。

　
２
０
０
０
年
に
は
世
界
遺
産
「
琉

球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産

群
」
の
一
つ
と
し
て
首
里
城
跡
が
登

録
さ
れ
た
。

　
�
年
�
月
�
日
の
火
災
で
は
、
正

殿
な
ど
７
棟
が
燃
え
た
。
焼
失
は
５

度
目
と
な
っ
た
。

　
政
治
や
外
交
の
中
心
だ
っ
た

首
里
城
は
同
時
に
、
王
国
時
代

に
育
ま
れ
た
文
化
や
信
仰
と
い

っ
た
人
々
の
生
活
に
も
深
く
関

わ
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。王
国
は
繁
栄
を
極
め
た
が
、

そ
れ
は
周
縁
の
犠
牲
や
搾
取
で

成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
も
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。

　
首
里
城
に
お
い
て
、
国
王
即

位
時
の
冊
封
式
典
で
は
組
踊
な

ど
の
芸
能
が
披
露
さ
れ
た
。
漆

芸
や
陶
芸
、
染
織
な
ど
の
伝
統

工
芸
も
首
里
を
中
心
に
発
展
し

た
。
花
開
い
た
文
化
は
人
か
ら

人
へ
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
城
内
の
京
の
内
は
聖
域
で
、

き
こ

え

お
お

き
み

聞
得
大
君
を
頂
点
と
し
た
神
女

組
織
が
重
要
な
儀
式
を
執
り
行

い
、
琉
球
王
国
の
繁
栄
と
国
王

ほ
う
じ
ょ
う

の
安
寧
、
五
穀
豊
穣
や
海
路
安

全
を
祈
願
し
た
。

　
聞
得
大
君
は
王
女
や
王
妃
ら

王
家
の
女
性
が
任
命
さ
れ
、
信

仰
は
統
治
機
構
と
一
体
化
し

た
。

　
文
化
が
花
開
い
た
王
国
の
栄

華
の
陰
に
は
、
人
々
の
犠
牲
も

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
中
山
王

に
よ
る
三
山
統
一
に
至
る
ま
で

多
く
の
戦
が
あ
り
、
統
一
後
も

八
重
山
や
与
那
国
は
武
力
で

「
征
服
」
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
首
里
王
府
は
１
６

３
７
年
、
宮
古
、
八
重
山
と
い

っ
た
先
島
に
、
人
を
単
位
に
一

律
に
徴
収
す
る
税
制
度
「
人
頭

税
」
を
課
し
た
と
さ
れ
る
。
薩

摩
藩
の
支
配
に
よ
る
負
担
転
嫁

の
た
め
と
さ
れ
、
２
６
６
年
も

先
島
に
課
せ
ら
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
。

（３ ） ２０２０年（令和２年）１０月３０日 金曜日 第３種郵便物認可



自了作品「白澤之図」

雪中花鳥図（沖縄

美ら島財団提供）

首里城の火災で焼

失した尚育王書（沖

縄美ら島財団提供）

　昨年�月�日の首里城火災で、同

公園内に収蔵していた美術工芸品の

多くが被害にあった。収蔵品１５１０点

のうち、所在が確認できず焼失した

とみられるものは３９１点、焼失を免

れたのは１１１９点に上る。焼失を免れ

た美術工芸品について、専門家が修

繕を必要とすると判断したのは１９４

点、必要しないとしたのは１０８点だ

った。劣化は確認できたが、調査に

着手できていないものが１７７点あり、

漆器（１７３点）がほとんどだった。

　同公園を運営する沖縄美ら島財団

が美術工芸品の状態確認調査の結果

をウェブサイト内に公表している。

　焼失を免れた美術工芸品のうち劣

化は確認されず、比較的保存状態が

良かったため６４０点は調査対象にな

らなかった。

　漆器１７３点の調査が着手できてい

ない理由について、同財団は「漆器

の被害が最も多かった。被害の大き

い漆器から調査しているため、１点

ごとの確認に時間を要した。今後の

確認作業は速くなるだろう」と話し

ている。

　状態確認調査は�月におおむね終

了予定。美術工芸品の修理は、同財

団が設置した第三者委員会の提言を

踏まえて方針を決める。

�尚育王御後絵（彩色模写復元）�焼失を免れたが一

部が劣化した尚育王の御後絵。赤い箇所は劣化部分（沖

縄美ら島財団提供）

　首里城は１４２９年から１８７９年まで４５０年間にわたり続いた琉球王国の国王の居城で、政治や祭礼

の拠点、文化の発信地として機能していた。首里城火災では首里城内に収蔵されていた王国時代

の美術工芸品が被災し、一部は焼失した。首里城を中心とした体系の中で育まれ、諸外国との交

易を通して発展した美術工芸品は国際色豊か、やがて独自の伝統文化に発展した。県民の財産で

ある美術工芸品の修復は首里城再建の課題の一つ。美術工芸品の損失状況を確認するとともに、

美術工芸品に秘められた歴史をたどる。

　首里城火災から１年、収蔵品の現状を伝

える「首里城収蔵品パネル展」が�日から

県立博物館・美術館の１階エントランスホ

ールで始まっている。�月８日まで。２日

は休館日。収蔵品の確認状況や絵画・漆器

など分野別の被害状況、緊急措置などにつ

いて伝える。火災当日に首里城公園に展示

されていたが損失を免れた胡琴（ふうき

ん）、多聞天立像（たもんてんりつぞう）

を展示する予定。　首里城公園首里杜館地

下１階ビジターロビーでも�月�日～�月

３日まで同時開催する。

　首里城公園では、首里城復興を目指して、

首里城公園内外の主要エリ

アを巡る「首里城復興モデ

ルコース」を設け、ウオーキ

ングを推奨している。ＱＲ

コードから詳細が分かる。

　首里城火災で焼失を免れた美術工

芸品の中に、県指定有形文化財３点

がある。琉球漆器の食籠２点と琉球

王国時代の絵師・自了（城間清豊１６１４

～�年）が描いた絵画「白澤之図」（は

くたくのず、制作年は�世紀）だ。

　「白澤」は中国で考えられた想像

上の神獣で災厄を沈めるといわれて

いる。「白澤之図」の神獣には九つ

の眼がついており、さまざまな事象

を見ると解されている。城間の雅号

「自了」の押印のある作品としては県

内に現存するのは唯一。

　耳が不自由で生まれつき話すこと

ができなかったが、好奇心旺盛で画

才を発揮するようになり、国王から

「自了」の雅号を与えられた。作品は

冊封や江戸の狩野安信に認められる

など、国内外で高く評価された。

　カラーで模造復元された第�代尚

育王（１８３５～�年）の御後絵（おご

え）が火災で一部損傷した。沖縄美

ら島財団による状態確認調査で、顔

の左目付近や背景に染みのような劣

化が確認されている。

　御後絵は琉球国王が亡くなった際

に描かれた肖像画で、国王が正面を

向いていることや、中国風の服装を

していることなどから中国など東ア

ジア諸国の影響を受けたと考えられ

ている。沖縄戦で全て消失した。

　尚育王の御後絵の復元に当たって

は、沖縄文化研究の第一人者である

鎌倉芳太郎氏の資料のほか、現存す

る琉球絵画の類似事例を調査し、顔

料を特定した。調査、彩色制作に５

年、表装裂（ひょうそうきれ）の再

現に２年を費やし、２０１４年に首里城

内で一般公開された。

　琉球王国時代の美術工芸品は、中

国（明・清）や日本本土、諸外国と

の交易を通して技術を高め独自の様

式を築いていった。

　琉球で絵画が描かれるようになっ

たのは古琉球時代。仏教の伝来に伴

う絵画の技術の伝来が契機になった

といわれている。琉球の歴史書「中

山世鑑」には万寿寺という寺院があ

り、火災によって中にあった察度王

（在位１３５０～�年）の肖像画が焼失

したという記録がある。

　県教育庁文化財課の平川信幸さん

によると、王府が行政機構の中で美

術工芸品の振興に力を入れたのは薩

摩侵攻（１６０９年）以降の近世琉球期。

王府内に設けられた「貝摺（かいず

り）奉行所」に絵師が所属し、漆器

や着物の図案づくり、絵画、地図の

作成を手掛けていた。中国との交易

に加え、琉球王府は薩摩藩や江戸幕

府との外交を行っていたため、多く

の美術工芸品が必要になった。

　平川さんが家譜などを調べたとこ

ろ、１６８３年ごろから約�年間にわた

り、琉球王府は中国・福州に絵師を

派遣し絵画を学ばせた。王府の日本

本土を視野に入れた文化政策があっ

たとみる。平川さんは「琉球は日本

との関係で軍事的には不利な立場に

あるため、冊封関係を土台に中国と

の交流を基にした文化的な力で、存

在価値を高めようとしたのではない

か」と分析している。

　首里城の焼失

から１年を迎え

るに当たり、復

元に関する意見

を多く見掛ける

ようになった。

関心の高さがう

かがえる一方で「支配の象徴だ」

「他にお金を使うべき分野がある

のでは」という意見もある。これ

らの意見をふまえ、復元の意義を

考えてみたい。

　歴史家は古文書から歴史を描き

出すことができる。しかし多くの

人にとってその作業はハードルが

高い。日本史の教科書における琉

球の記述はごくわずかで、郷土書

や講座などは充実しているが、自

らアクションを起こして勉強しな

ければならない。私たちが自らの

歴史を学ぶ機会は意外にも少な

い。

　復元された首里城があればどう

だろうか。まさに「百聞は一見に

しかず」で、勉強をしなくとも見

て感じとれる「教材」となる。そ

して琉球という国があった事実を

可視化できる。それは交易など華

々しい歴史でもあり、民衆支配の

歴史でもある。多くを内包した歴

史を可視化するためにも復元は重

要である。

　現に賛否両論を含め多くの人が

首里城に関心を持っているのは、

平成の復元があったからではない

だろうか。もし当時の復元がなけ

れば、そもそも首里城の存在を知

らない人も多かったかもしれな

い。県民が学ぶ機会を創出すると

いう意味で復元する意義は大き

い。

　首里城を「見る」ことで具体的

にどういったことを感じ取れるだ

ろうか。難しく考える必要はなく

「日本のお城っぽくないね」とい

う感想でも良い。その時点で既に

琉球が独自の歴史を歩んできたこ

とは伝わる。少し深い視点で見る

と、琉球が文化として育んできた

ものが凝縮されていることが分か

る。漆塗りの壁面、漆喰で固めた

赤瓦、巨大な龍頭棟飾など、細部

を観察するだけでも話題は尽きな

い。

　一つ面白いエピソードを紹介す

る。正殿２階の玉座にはブドウと

リスの彫刻がある。ブドウはとも

かく、なぜ琉球に生息しないリス

が描かれているのだろうか。ブド

ウもリスも子孫繁栄の象徴で、当

時の中国を中心に用いられたデザ

インだ。海外の流行を積極的に採

り入れており、当時の交易の様子

を思い浮かべることはできないだ

ろうか。

　かつては支配の頂点にあった首

里城だが、現代では琉球文化のポ

ータル（入口）としての機能があ

る。復元された首里城が多くの人

を琉球文化の世界に誘ってくれる

ことを願っている。

　 （琉球史研究家）

　書家としても知られる第�代尚育

王の直筆による漢詩の書も焼失し

た。書には尚育の署名と冊封使・林

鴻年（りんこうねん）の雅号（勿邨）

があり、林が沖縄に滞在した１８３８年、

尚育が書の指導を受けていた林に宛

てて書いたとみられる。

　漢詩は「紫禁仙輿詰旦來　青旗遙

倚望春臺」（皇帝のみこし＝紫禁の

仙輿＝は早朝に来る。青い旗がはる

かかなたより近づくのが春台＝高台

＝から望める）などとつづっている。

　書は中国製の上質の絹に書かれて

いる。絹は墨がにじむため文字を書

くのは難しく、尚育王の高度な技術

を物語っているという。

　尚育王は琉球最後の国王・尚泰の

父。�歳で実質的な王位に就き�歳

で死去した。

　中国の画家・章聲（しょうせい）

が清代に制作した「雪中花鳥図」（せ

っちゅうかちょうず）は首里城火災

で焼失した。「花鳥図」は吉祥の意

味が込められ、めでたさを象徴する

絵画だ。

　琉球を代表する画家の座間味庸昌

がこの絵を模写し、「雪中雉子之図」

（せっちゅうきじのず、県指定有形

文化財、県立博物館・美術館所蔵）

を描いている。「雉子之図」は水墨

の濃淡で岩と雪の積もった樹木が力

強く描かれ、中央につがいのキジと

花を鮮やかに描いた。

　「雪中花鳥図」の焼失について、県

立芸大美術工芸学部の小林純子教授

は「琉球絵画の歴史をひもとく研究

にとって、比較対象の絵が焼失した

喪失は大きい。研究が進むことを期

待していた」と惜しんだ。

　参考文献……「すぐわかる沖縄の美術」

（東京美術）、「みんなの文化財図鑑」

（沖縄県教育委員会）など。

（５ ） 第３種郵便物認可 ２０２０年（令和２年）１０月３０日 金曜日 （４ ）



首里城再建の支援金として�万㌦を県に寄付したハワイ沖縄連合会のリン宮平会長（左から

５人目）ら＝３月、県庁

沖
縄
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
首
里
城
復
興
へ
の
思
い
を
、
県
民

の
元
気
に
変
え
て
い
こ
う
と
「
首
里
城
う
む
い
の
燈
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
県
内
企
業
の
ト
ッ
プ
ら
＝
１
日
、
那

覇
市
安
里
の
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
オ
リ
オ
ン

児
童
ク
ラ
ブ
５
カ
所
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
首
里
城
の
絵
を
背
に
す
る
汀
良
児

童
ク
ラ
ブ
の
児
童
と
首
里
汀
良
郵
便
局
の
波
平
ま
き
子
局
長
（
左
端
）
＝
�
日
、

那
覇
市
の
首
里
汀
良
郵
便
局

点灯式で合図を出す浦添高校の外間愛夏さん（左）

と首里東高校の与那嶺翔さん（左から２人目）＝

�日夜、那覇市のパレットくもじ前イベント広場

　
段
ボ
ー
ル
の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
、
切

り
絵
な
ど
で
装
飾
し
た
「ダ
ン
ボ
ー
ル
首
里

城
」
が
那
覇
市
首
里
地
域
の
郵
便
局
５
カ
所

に
飾
ら
れ
て
い
る
。
首
里
汀
良
郵
便
局
の
波

平
ま
き
子
局
長
（�
）が
提
案
し
、
首
里
に
あ

る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
５
カ
所
の
子
ど
も
た

ち
が
作
っ
た
。
「首
里
城
は
わ
た
し
た
ち
の

宝
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
添
え
ら
れ
て
い

る
。

　
波
平
さ
ん
は
企
画
し
た
理
由
に
つ
い
て

「
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
あ
る
大
切
な
も
の

を
再
認
識
し
、
一
緒
に
再
建
し
て
い
る
気
持

ち
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
た
。
不

要
な
段
ボ
ー
ル
な
ど
で
作
っ
た
材
料
を
提
供

し
、
各
学
童
で
８
月
に
制
作
し
た
。
れ
ん
が

を
砕
い
た
粉
で
赤
瓦
を
表
現
し
た
り
、
貝
殻

や
砂
を
付
け
た
り
と
、
個
性
豊
か
に
仕
上
が

っ
て
い
る
。

　
９
月
か
ら
首
里
、
首
里
北
、
首
里
当
蔵
、

首
里
汀
良
、
首
里
末
吉
の
各
郵
便
局
に
展
示

し
て
い
る
。
年
明
け
も
し
ば
ら
く
展
示
し
、

最
終
的
に
各
学
童
へ
寄
贈
す
る
予
定
だ
。

　
制
作
し
た
汀
良
児
童
ク
ラ
ブ
の
與
那
嶺

こ

の

ん

好
暖
さ
ん
（
城
東
小
３
年
）
は
「
首
里
城
は

幼
稚
園
の
遠
足
で
行
っ
た
き
り
で
、
燃
え
る

前
に
ま
た
行
き
た
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。
失

っ
て
改
め
て
「
沖
縄
の
宝
物
」
だ
と
感
じ
た

ひ

な

た

と
い
う
。
吉
川
陽
葵
さ
ん
（
同
４
年
）
は

「
沖
縄
の
太
陽
み
た
い
な
、
み
ん
な
に
愛
さ

れ
る
首
里
城
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

　
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
も
首
里

城
再
建
を
見
守
っ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ

の
県
系
人
で
つ
く
る
ハ
ワ
イ
沖
縄
連

合
会
（
Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ａ
）
は
２
０
２
０
年

３
月
に
県
庁
に
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
を

訪
ね
、
再
建
の
た
め
に
集
め
た
寄
付

金
�
万
㌦
（
約
１
千
万
円
）
を
贈
呈

し
た
。

　
連
合
会
専
務
理
事
の
ジ
ョ
ン
・
糸

村
さ
ん
は
首
里
城
火
災
の
当
日
、
知

人
の
連
絡
で
火
災
を
知
っ
た
。
火
災

の
わ
ず
か
３
週
間
前
、
Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ａ
の

交
流
ツ
ア
ー
で
沖
縄
を
訪
ね
た
ば
か

り
だ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

で
ま
だ
首
里
城
が
炎
に
包
ま
れ
る
様

子
を
見
な
が
ら
、す
ぐ
に
行
動
し
た
。

ネ
ッ
ト
上
で
再
建
資
金
を
募
る
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
立
ち
上

げ
、
世
界
に
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　
１
９
４
５
年
の
沖
縄
戦
で
焦
土
と

化
し
、
食
料
難
に
苦
し
む
故
郷
に
向

け
て
、
ハ
ワ
イ
県
系
人
は
か
つ
て
豚

５
５
０
頭
を
送
っ
た
。糸
村
さ
ん
は
、

輸
送
に
取
り
組
ん
だ
ハ
ワ
イ
県
系
人

の
孫
で
も
あ
る
。

　
「首
里
城
は
沖
縄
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。

わ
れ
わ
れ
も
す
ぐ
に
沖
縄
に
駆
け
付

け
、
ハ
ン
マ
ー
を
持
っ
て
が
れ
き
を

撤
去
す
る
な
ど
一
緒
に
作
業
し
た
い

気
持
ち
だ
っ
た
。離
れ
て
い
る
の
で
、

せ
め
て
資
金
造
成
で
貢
献
し
た
い
」

　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
集

ま
っ
た
寄
付
は
�
万
㌦
（約
２
３
０

０
万
円
）に
達
し
た
。糸
村
さ
ん
に
よ

る
と
、県
系
人
以
外
に
も
、首
里
城
を

訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
外
国
人
ら
か

ら
も
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
た
。
前
回
の

贈
呈
以
降
に
集
ま
っ
た
寄
付
金
に
つ

い
て
、
Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ａ
は
改
め
て
県
に
贈

呈
す
る
考
え
だ
。

　
シ
ン
ボ
ル
の
首
里
城
復
興
を
願
う
気
持
ち
を
、

沖
縄
の
元
気
に
変
え
て
い
く
。
人
々
を
勇
気
づ
け

る
力
の
あ
る
「
光
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
首
里
城

あ
か
り

う
む
い
の
燈
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
県
内
企
業

�
社
が
協
賛
す
る
。
今
年
か
ら
正
殿
が
再
建
さ
れ

る
予
定
の
２
０
２
６
年
ま
で
毎
年
開
催
し
、
年
々

規
模
を
拡
大
し
て
い
く
。
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
の
早

瀬
京
鋳
社
長
が
発
起
人
と
な
り
、
企
業
や
行
政
な

ど
に
呼
び
掛
け
た
。

　
三
つ
の
イ
ベ
ン
ト
の
皮
切
り
と
し
て
、
�
月
�

日
に
那
覇
市
久
茂
地
の
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
前
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
「
首
里
城
う
む
い
の
燈
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
」
が
始
ま
っ
た
。
首
里
城
を
か
た
ど
っ
た
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）の
オ
ブ
ジ
ェ
を
設
置
し
、

道
行
く
人
に
首
里
城
再
建
へ
の
思
い
を
喚
起
さ
せ

て
い
る
。

　
焼
失
か
ら
１
年
と
な
る
�
日
に
は
、
抽
選
で
選

ば
れ
た
５
０
０
人
が
参
加
す
る
「首
里
城
う
む
い

の
燈
ラ
ン
タ
ン
ウ
ォ
ー
ク
」を
実
施
す
る
。Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
ラ
ン
タ
ン
を
手
に
、
那
覇
市
泉
崎
の
県
民
広
場

か
ら
約
４
㌔
を
歩
く
ロ
ン
グ
、
同
市
安
里
か
ら
約

２
・
６
㌔
を
歩
く
シ
ョ
ー
ト
の
２
コ
ー
ス
に
分
か

れ
、首
里
城
を
目
指
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
後
に
は
、
首
里
地
域
や
国
際
通
り
周

辺
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
に
な

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。�
日
～
�
月
８
日
に
は
、

首
里
城
公
園
で
ビ
ー
ル
や
首
里
の
泡
盛
、
食
事
を

楽
し
む
「
首
里
城
う
む
い
の
燈
ラ
ン
タ
ン
夜
市
」

を
開
く
。

　
早
瀬
社
長
は
「
小
さ
く
て
も
い
い
の
で
何
か
始

め
よ
う
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
行
政

や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
も
待
っ
て
い
た
と
い
う
声

を
も
ら
っ
た
。
こ
ん
な
に
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
な
っ
た
の
は
感
無
量
だ
が
、
あ
く
ま
で
も
発
起

人
の
一
企
業
と
し
て
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
た
。

（６ ）２０２０年（令和２年）１０月３０日 金曜日第３種郵便物認可



首里城の破損瓦に思い思いの文字や絵を描き込むうるま市立平敷

屋小学校の６年生＝７日、うるま市の同小

「
首
里
城
復
興
イ
ベ
ン
ト
」
に
向
け
て
練
習
す
る
首
里
中
学
校
旗
頭
同
好
会
の

メ
ン
バ
ー
＝
�
日
、
那
覇
市
の
同
校

�北斗会総会で国頭サバクイを披露する国頭村奥間の区民ら＝２月、那覇市寄宮

�奥間区に建立された「国頭さばくい」の石碑と奥間区の山城美保子区長＝�月

�日

　
県
は
火
災
で
破
損
し
た
首
里
城

の
瓦
を
活
用
し
、
再
建
へ
の
思
い

を
形
に
す
る
事
業
を
進
め
て
い

る
。
県
内
の
市
民
、
団
体
や
企
業

な
ど
幅
広
い
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
�

企
画
が
認
定
さ
れ
、
県
が
破
損
瓦

を
提
供
し
て
も
の
づ
く
り
な
ど
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

る
。

　
こ
の
う
ち
県
職
業
能
力
開
発
協

会
は
「
も
の
づ
く
り
体
験
学
習
」

を
実
施
。
瓦
職
人
が
学
校
や
商
業

施
設
を
訪
ね
て
伝
統
瓦
に
関
す
る

知
識
を
教
え
た
後
、
破
損
瓦
で
工

作
を
楽
し
め
る
内
容
だ
。

　
う
る
ま
市
立
平
敷
屋
小
学
校
で

�
月
７
日
、
６
年
生
が
県
琉
球
赤

瓦
漆
喰
施
工
協
同
組
合
の
田
端
忠

代
表
理
事
ら
職
人
か
ら
講
話
を
受

け
、瓦
へ
の
絵
描
き
を
楽
し
ん
だ
。

　
「
石
敢
當
」
と
大
き
な
文
字
を

こ
う

へ
い

書
い
た
盛
根
凰
平
さ
ん
は
「
玄
関

の
シ
ー
サ
ー
の
隣
に
置
き
た
い
。

貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。

　
「
沖
縄
最
高
」
「首
里
城
復
帰
」

ね

と
作
品
に
願
い
を
込
め
た
新
垣
稲

お大
さ
ん
は
「
首
里
城
の
瓦
に
触
れ

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
お
う
ち

の
貴
重
品
置
き
場
に
飾
る
」
と
話

し
た
。

　
首
里
城
の
歴
史
と
文
化
を
ア
ジ

ア
や
世
界
に
発
信
す
る
「
首
里
城

再
興
ま
ぶ
い
ぐ
み
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
も
認
定
団
体
の
一
つ
。

今
月
�
日
に
は
取
り
組
み
の
第
１

弾
と
し
て
名
護
市
瀬
嵩
で
破
損
瓦

を
使
っ
た
シ
ー
サ
ー
作
り
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
。

　
「
山
原
も
の
づ
く
り
塾
」
の
メ

ン
バ
ー
が
講
師
を
務
め
、
地
域
住

民
と
協
力
し
て
実
施
し
た
。
「
平

和
を
守
る
」
シ
ー
サ
ー
を
作
り
、

首
里
城
復
興
を
考
え
る
機
会
に
つ

な
げ
る
。
こ
の
日
は
区
の
親
子
�

組
が
参
加
し
た
。

　
今
後
は
県
内
各
地
の
公
民
館
な

ど
で
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
続
け

る
予
定
だ
。

　地域住民や企業など、それぞれの立場から首

里城再建を支援したり、首里城への思いを表現

したりする動きが広がっている。火災で破損し

た首里城の瓦はシーサーなどに生まれ変わり、

首里地域の子どもたちは「復興イベント」への

出演に向けて練習を重ねている。「沖縄のシン

ボル」を愛する気持ちは海を越え、海外の県人

会も再建への支援金を届けた。さまざまな取り

組みを紹介する。

　
首
里
中
学
校
の
一
角
で
威
勢
の
い
い
声

が
響
く
。旗
頭
の
練
習
に
打
ち
込
む
の
は
、

旗
頭
同
好
会
の
生
徒
た
ち
だ
。
�
月
�
日

に
県
な
ど
が
開
催
す
る
首
里
城
復
興
イ
ベ

ン
ト
に
出
演
し
、
旗
頭
を
披
露
す
る
。
メ

ン
バ
ー
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
再
建
を

も
ー

願
い
、
美
ら
旗
を
舞
ら
し
た
い
」
と
意
気

込
ん
で
い
る
。

る

ね
い

　
同
好
会
の
城
間
琉
寧
さ
ん
（３
年
）、
宮

そ
う

ま

里
颯
馬
さ
ん
（同
）に
と
っ
て
首
里
城
は
幼

い
頃
か
ら
身
近
な
存
在
だ
っ
た
。
宮
里
さ

ん
は
火
災
を
「夢
か
と
思
っ
た
」と
振
り
返

る
。首
里
中
で
は
昨
年
�
月
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
首
里
城
再
建
を

祈
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
「す
い
っ
ち
地
域
フ

ェ
ス
タ
」を
開
催
、
同
好
会
も
出
演
し
た
。

城
間
さ
ん
は
「旗
頭
を
掲
げ
る
こ
と
で
地

域
を
元
気
づ
け
た
か
っ
た
」と
話
す
。フ
ェ

ス
タ
は
今
年
も
開
催
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

に
中
止
。
同
好
会
が
毎
年
出
演
し
て
い
た

イ
ベ
ン
ト
も
全
て
中
止
に
な
っ
た
。
例
年

は
６
月
か
ら
練
習
を
始
め
る
が
、
今
年
は

�
月
に
や
っ
と
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
昨
年
、
す
い
っ
ち
地
域
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
長
を
務
め
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の
津
波

古
直
江
さ
ん
（�
）は
「
こ
う
し
た
状
況
の

中
、
復
興
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
依
頼
が
あ

り
子
ど
も
た
ち
の
顔
つ
き
が
変
わ
っ
た
」

と
感
じ
て
い
る
。
地
元
の
青
年
会
で
も
旗

頭
に
取
り
組
む
城
間
さ
ん
と
宮
里
さ
ん
は

「
将
来
、
首
里
城
が
再
建
さ
れ
た
時
に
も

旗
頭
を
掲
げ
た
い
」と
前
を
向
い
て
い
る
。

　
琉
球
王
朝
時
代
、
国
頭
地
方
か

ら
は
首
里
城
の
造
成
や
改
修
の
際

に
、
与
那
覇
岳
や
長
尾
山
一
帯
か

ら
資
材
と
な
る
「
御
木
材
」
が
切

り
出
さ
れ
、
首
里
へ
運
ば
れ
た
。

か
が
ん

じ

そ
の
木
材
を
麓
の
地
域
、
鏡
地
ま

で
運
び
、
浜
か
ら
送
り
出
す
様
子

を
表
現
し
た
木
遣
り
歌
が
「
国
頭

サ
バ
ク
イ
」
で
、
発
祥
地
の
国
頭

村
奥
間
区
で
受
け
継
が
れ
て
い

る
。

　
同
区
の
山
城
美
保
子
区
長
に
よ

る
と
、
「
サ
バ
ク
イ
」
は
琉
球
王

朝
時
代
、
首
里
城
の
北
の
御
殿
の

落
成
祝
い
の
宴
席
で
、
即
興
で
披

露
し
た
こ
と
が
始
ま
り
だ
と
い

う
。
木
材
は
山
か
ら
切
り
出
さ
れ

た
後
、
比
地
川
や
奥
間
川
を
下
っ

て
鏡
地
原
の
浜
か
ら
海
を
渡
り
、

リ
レ
ー
式
に
村
か
ら
村
へ
と
運
ば

れ
た
。

　
昨
年
�
月
に
は
、
区
民
ら
が
国

立
劇
場
お
き
な
わ
で
開
か
れ
た
伝

統
芸
能
の
公
演
で
披
露
し
た
。
し

か
し
そ
の
数
週
間
後
、
首
里
城
は

火
災
に
見
舞
わ
れ
た
。
山
城
区
長

は
「
首
里
城
は
沖
縄
の
シ
ン
ボ
ル

だ
。
そ
れ
が
消
え
て
い
く
の
を
見

て
、
悪
い
夢
を
見
て
い
る
の
か
と

思
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

　
そ
の
後
こ
と
し
２
月
、
サ
バ
ク

イ
は
首
里
城
復
元
へ
の
願
い
を
込

め
て
上
演
さ
れ
、
国
頭
村
の
各
字

郷
友
会
の
連
合
組
織
「
北
斗
会
」

の
総
会
で
初
披
露
さ
れ
た
。

　
山
城
区
長
は
「
首
里
城
ゆ
か
り

の
地
と
し
て
復
元
の
た
め
に
何
が

で
き
る
か
考
え
て
い
る
。
復
元
し

た
と
き
に
ぜ
ひ
披
露
し
た
い
。
そ

れ
ま
で
サ
バ
ク
イ
を
大
事
に
受
け

継
い
で
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語

っ
た
。

（７ ） ２０２０年（令和２年）１０月３０日 金曜日 第３種郵便物認可



　
中
学
１
年
か
ら
上
京
す
る
�
歳
ま
で

の
間
、
首
里
城
の
近
く
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
当
時
、
首
里
城
の
夜
景
が
き
れ

い
な
と
こ
ろ
に
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

住
ん
で
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
屋
上
か
ら

見
る
首
里
城
の
風
景
も
覚
え
て
い
ま

す
。
首
里
城
が
燃
え
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
で
、
今
ま
で
そ
こ

ま
で
気
に
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ

ど
こ
ん
な
に
心
の
中
に
い
た
ん
だ
と
、

失
っ
た
時
に
な
っ
て
初
め
て
存
在
の
重

さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
�
、
�
日
に
は
初
の
沖
縄
公
演
「
民

宿
チ
ャ
ー
チ
の
熱
い
夜
�
　
第
１
回
沖

縄
ヒ
ヤ
ミ
カ
チ
公
演
」
を
沖
縄
市
民
小

劇
場
あ
し
び
な
ー
で
開
催
し
ま
す
。
首

里
城
と
新
型
コ
ロ
ナ
を
テ
ー
マ
に
沖
縄

の
「
チ
ム
グ
ク
ル
」
の
精
神
で
困
難
を

乗
り
越
え
よ
う
と
思
い
を
込
め
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時
だ
か
ら
こ
そ
、
僕

は
チ
ム
グ
ク
ル
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
偶
然
に
も
首
里
城
が
焼
失
し
て
１

年
の
節
目
に
、
公
演
開
催
が
決
ま
っ
た

時
は
鳥
肌
が
立
ち
、ご
先
祖
さ
ま
に
「絶

対
や
れ
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。

　
僕
ら
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の

力
で
首
里
城
再
建
を
盛
り
上
げ
た
い

と
、
近
い
う
ち
に
首
里
城
で
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
再
建
を
応
援
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
が
ゆ
い
ま
ー

る
の
精
神
で
（
さ
ま
ざ
ま
な
）
困
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
首
里
城

の
再
建
も
み
ん
な
で
乗
り
越
え
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　
僕
は
那
覇
市
首
里
の
出
身
な
の
で
、

首
里
城
は
僕
に
と
っ
て
は
親
の
よ
う
な

存
在
で
す
。
昔
か
ら
当
た
り
前
に
存
在

し
て
い
る
も
の
が
な
く
な
る
と
い
う
の

は
「
一
種
の
死
」
と
い
う
の
で
し
ょ
う

か
、
知
人
を
失
う
こ
と
と
同
じ
よ
う
な

感
覚
で
し
た
。

　
火
災
は
友
人
の
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

（
ラ
イ
ン
）
で
知
り
ま
し
た
が
、
初
め

て
ニ
ュ
ー
ス
映
像
を
見
た
と
き
は
「
う

そ
で
し
ょ
」
と
声
が
出
ま
し
た
し
、
ビ

ッ
ク
リ
し
た
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持

ち
で
す
。

　
燃
え
て
い
る
姿
を
見
て
、
い
ま
自
分

に
何
が
で
き
る
か
と
考
え
た
と
き
に
、

寄
付
や
呼
び
掛
け
が
第
一
だ
と
思
っ
た

の
で
す
ぐ
に
動
き
ま
し
た
。

　
い
ま
少
し
ず
つ
再
建
が
進
ん
で
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
昔
の
人
が
積
み

上
げ
て
き
た
も
の
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
ま
た
新
し
い
技
術
も
取
り
入
れ
て

歴
史
と
新
し
い
も
の
を
兼
ね
備
え
た
首

里
城
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
（
事
故
が
）
起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
受
け
止
め
て
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
首
里
城
に
限

ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
何
か
あ
っ
た
と
き

に
は
県
民
の
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
一
番
だ

と
思
う
の
で
、
僕
も
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

（８ ）２０２０年（令和２年）１０月３０日 金曜日第３種郵便物認可


	X10301S0100BH00001
	X10301S0100BI00002
	X10301S0100BJ00003
	X10301S0100BK00004
	X10301S0100BM00006
	X10301S0100BN00007
	X10301S0100BO00008

